検体（検査部）に関する事前調査・相談票
久留米大学病院　　臨床検査部

依頼者名　：

治験課題名：
担当者：

担当者連絡先（TEL／E-mail）：
１．提出時間・対応に関する確認

[ ] 検体の提出は、平日日勤帯（8:30～17:00）が可能。
※平日日勤帯（8:30～17:00）以外の時間帯で、検体の提出が発生する場合は【要相談】。
２．検体処理および試薬の管理に関する確認

[ ] 1つの検体に対して、遠心機による分離作業は2回まで（3回以上発生しない）。

※3回以上発生する場合は【要相談】。

[ ] 遠心分離時の最大遠心力は4150gを超えない

※4150gを超える場合は【受入れ不可】。

[ ] マイクロチューブを用いた遠心作業は発生しない。

※マイクロチューブの遠心は検査部では対応不可【受入れ不可】。

[ ] 検体処理において、試薬（緩衝液、除タンパク液、クエン酸等）を使用した処理・添加作業は発生しない。

※試薬の添加・調製等が発生する場合は【要相談】。なお、試薬の準備は依頼者側で行い、検査部での保管・管理は求めないことを基本とする。

[ ] 細胞分離などの特殊な抽出作業はなし。

※細胞分離等の特殊業務については、【受入れ不可】。

３．検体の保管期間および体制に関する確認

[ ] 検査部での検体保管期間は1ヶ月以内。

現在、保管スペースが不足しているため、1ヶ月を超える長期保管について、少数の検体（1つ程度）であれば調整可能な場合もあるが、複数の検体をまとめて長期保管（年1回・半年に1回まとめての搬出など）することは【原則不可・要相談】とする。その際は、医局等を含めた事前の調整・協議が必要。
[ ] 土日祝日等の対応において、当直等の担当外スタッフによる通常の分離・保存対応で差し支えなし。

※治験担当者による対応が必須（スタッフを指定する）の場合は【要相談】。

【要相談事項・確認欄】 
※要相談項目がある場合のみ、以下を記入して検査部へ提出すること。

相談したい項目・具体的な内容：

確認日：　　　年 　月　 日

※標準仕様に合致しない（要相談事項がある）場合は、治験責任医師候補者との面会日までに、必ず検査部担当者まで連絡すること。
治験依頼者の方へ


・治験依頼者は、検査部への検体提出にあたり、以下の運用基準（標準仕様）を必ず確認してください。


・すべての項目を満たしている（チェックが入る）場合：本票の提出、および検査部への事前の連絡・相談は不要。


・いずれかの項目を満たせない（要相談となる）場合：本票に必要事項とチェックを記入の上、


事前に検査部担当者へ連絡し、本票を提出（協議）すること。
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